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所ڀݚ会ࣾ小中総合ࣜג

表取క役ɹ小中 庸夫 氏

ຽ間で年にり৹査（*4014001、E"21）や
環境コンαルをݧܦしてきたࢹ点で、本報告書をഈ
見させていただきました。以下に感じた点について
ड़べます。

【環境報告書の構成】
環境問題へのରԠのため、大学がՌたす命であ

る「環境にݙߩする科学ٕज़ڀݚ」、「環境ڭҭと人
大学自の環境ෛՙ」、「活動ݙߩ会ࣾ」、「ҭ成ࡐ
。について環境報告書にཏされています「ݮ

༏れた༰を記ࡌしている֤ষがಠ立しているҹ
をडけました。報告書のはじめに、東工大が目指
すকདྷ૾と環境報告書にࡌܝされている֤ষとのつ
ながりをかりやすくࣔした「ྫえば、東工大のক
དྷにけた環境の取り組み၆ᛌਤ」をࡌܝすると、
全ମのつながりがྑくなるとߟえます。

【環境問題解決に向けた最新の研究開発紹介】
2021年�月に開ઃしたθロカーボンΤネルΪーݚ

生ՄΤネルΪー࠶生型ڞ活動༰、地Ҭڀݚ所のڀ
計画学の取り組み༰、微生物でつくる環境ෛՙ
型プラスチックのڀݚ開発事ྫをհしています。
今࠷も関心が高い՝題のΤネルΪーฒͼにഇغ物問
題に取り組む東工大のੵۃ的な࢟をӐえました。
今後、࠷新のڀݚ開発をհするとともに、東工大
が大きく寄༩し実現した環境ෛՙٕݮज़もհす
ると、東工大のաڈ、現ࡏ、ະདྷにରする༏れた寄
༩をଟくの人にえることができるとߟえます。

開発հで「Q�"コーナー」があり、հڀݚ
༰にしみを持つことができました。をけられ
ていますが、հ文面と࿈ଓしている感じがあるの
で、ֆや写真をૠೖし、よりしみқくすること
をظします。

【省エネルギーとCO2削減の取組】
本ؗにଠཅ光発ిઃඋのઃஔ、高ޮثػの࠾༻

（空ௐػɾ変ѹثの高ޮثػへのߋ新、র明の-E%
化）、E7ɾ'$7ंಋೖ、「અిとলΤネガイυライ
ン」によるઅిɾলΤネ活動のప底によりলΤネ
目ඪฒͼにলΤネ法やྫのج४ୡ成をධՁしま
す。2050年カーボンニュートラルにけて$02ݮ
の要ٻがӹʑ高まりますので、ࢹظ点に立ったল
Τネ、$02ݮ計画をࡦఆし、行されることをظ
します。

【化学物質の管理および実験廃棄物の適正処理】
大学はڀݚ開発のためにଟくの化学物࣭を༻し

ており、管理がෆेな場合には事ނや環境Ԛ染を
発生している事ྫがあります。東工大では「化学物
࣭管理ࢧԉγスςϜ」、「実ݧഇӷɾഇغ物ॲ理ਃ
γスςϜ」を活༻し、�ສ本のༀのݿࡏ管理、༻
される3ʙ4ສ本のༀから生じるഇغ物管理をప底
していることがྑくかりました。今後とも管理レ
ベルを上させるとڞに、ϊウハウをଞの大学へも
ఏڙしてください。

開発をڀݚҭ成およͼࡐ先ٕज़の人࠷、後に࠷
されている東工大の環境報告書へのୈࡾ者ҙ見のػ
会をき༗難うご͟いました。

第三者意見

2022年7月27日実施の監査風景




